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★カタクリ

★アユ

秋に多摩川下流域で生まれた稚魚は、冬に川を下り

東京湾の浅瀬で生活します。春に川を遡上し、上流

域で夏を過ごし、成長したアユは、秋に産卵のため

下流域へ戻ります。1 年で一生を終えます。
　　「青梅とアユ・アユ放流 100 周年」ﾊﾟﾝﾌ：青梅市 より

霞川

　

青梅の森

圏
央

道青梅線

★イタチ

★アカネズミ

★テン

★多摩川上流水再生センター

（昭島市）  青梅市の下水を浄化し、

多摩川に放流しています。

吹上しょうぶ公園

私たちは自然に囲まれ生きています。山の木々や土によって雨水や大気が浄化され、私たちは川の水を飲んだり

海の魚を食べたりしています。経済活動による排気ガスや生活排水の多くは自然の力で吸収・浄化されます。

青梅の豊かな森林や多くの川は奥多摩の大自然と大都市東京を結び、私たちの暮

らしを支えています。流域に暮らす私たちは、改めてこの自然の循環を意識し、小さな生き物や、小さな変化にも

目を向け、自然がバランスを保ち続けられるよう、配慮してゆきましょう。

身近な自然を守り育てましょう！

★アナグマ

★永山丘陵ハイキングコース

　　　第二休憩所東側より

　　　青梅の森へ入れます。

　（山へ入る心得を忘れずに）

青梅駅北側の永山北部丘陵は現在「青梅の森」として

市民が自然に親しめる場所にするため整備が進んでいます。

都内最大の特別緑地保全地区です。

 ●青梅の森を歩いてみよう！

「天寧寺 霞ヶ池」
　［根ヶ布 1-454］

「玉泉寺」
3-299］

「二俣尾 2 丁目 いどばた湧水」

　

湧

湧

ウナギ

ニホンウナギの

　産卵・孵化

サシバのわたり

春↑／ 秋↓

● サシバという海を渡るタカがいます。寒い季節は

東南アジアのフィリピンやマレーシアなどで暮らし、

4 月の上旬頃に渡ってきて日本の里山で繁殖します。

ヘビ、カエル、トカゲなどを食べます。

里山のような場所が少なくなっていることもあり、

数は減少し、絶滅危惧Ⅱ類に指定されています。

● 青梅は重要な渡りの中継地。丘陵部に発生する

上昇気流を利用して 9 月の下旬から 10 月の上旬に

東南アジアへ集団で渡っていく様子が見られます。

● 青梅の丘陵部では、4 月中旬頃から

     オオルリ、  キビタキなどの 夏鳥の声が聞こえてきます。

● 谷間が大好きなミソサザイは、2 月下旬頃の春先から美しい声で

     さえずり、他の鳥たちよりも少し早めに巣をつくります。

     夏は御岳山など標高の高い所で声を聞くことができます。★カモシカ

[ 二俣尾 2-316 ]

羽田空港

、川から海へ流され、地球規模の汚染につながります。
、微細な破片となって私たちの口に入る魚介類など

被害をもたらしています。

★オオルリ
★キビタキ★キビタキ

★ミソサザイ

[ 滝ノ上町 1234 ]

「滝ノ上町市民会館南の湧水」　

 夏に羽化して成虫になり、水だけを摂ります。

    蒸し暑い夜にオスが空を舞い交尾の相手を探し、

月上旬頃に多く見られます。）

◀ ジョウビタキ

10 月中旬から 3 月下旬頃

まで青梅で見られます。

夏の間はチベットから中国

東北部、ロシアの極東部

（沿海地方）、バイカル湖周

辺などで繁殖します。

 �小作取水堰

 �小作浄水場  ②
　　西多摩衛生組合
  　（ごみ焼却施設）

 ①
　　青梅市
　リサイクルセンター

　 ▲ホオジロガモ

冬に多摩川の河辺から羽村の

間にやってきて群をつくって

暮らします。

★青梅市の水道水

市内水道水のほとんどを小河内ダムで貯水した

多摩川の水から得ています。❶小作取水堰（羽村

市）で取水し、❷小作浄水場（羽村市）で急速濾

過され、各給水所から配水されます。

 ◇     バーベキューやお弁当などで
　　出るごみは放置せず、持ち帰りましょう。                                                         
 

国際自然保護連合 (IUCN) より

2014 年 6 月、絶滅危惧種指定。

生態はここ数年で解明されつ

つあります。生まれ故郷は

太平洋のマリアナ諸島西沖。

黒潮に乗って日本にたどり着

き、川や湖に 5 ～ 10 年棲み、

産卵のために再びマリアナ

諸島西沖へ帰ります。

★ニホンウナギ

プラスチック」と★「燃やさないごみ」は

ンター」で分別し、再資源化に努めています。

西多摩衛生組合」（羽村市）で焼却し、焼却灰を

日の出町）でセメント化し再利用しています。

化させないよう、 ごみの分別と減量に努めましょう。

太平洋

★サシバ
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採石場

採石場

雲取山

笠取山

御岳山

高水山

日の出山

奥多摩湖

岩茸石山

長淵丘陵

成木川

川乗山

日原川

永山丘陵

青 梅 市

青梅
の森

JR 青梅線

小河内ダム

勝沼城跡

日原鍾乳洞

御岳渓谷

★モリアオガエル

日本の固有種、

水面上の木の枝など

に産卵。生息数は

減っている。

惣岳山秩父多摩甲斐国立公園

水源の森

●絶滅が心配される生き物    
★カワラノギク
環境省絶滅危惧Ⅱ

類 (VU)、多摩川、

相模川の石川原で

局所的に自生して

いる。10 ～ 11 月

に開花。各地で保

存活動が盛ん。

◇ アライグマ ( 特定外来生物 )

環境省 自然環境局 外来生物法ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞより

　　　( 参考：東京都水道局ﾎｰﾑﾍﾟｰｼ「゙水道水源林のはたらき」 ほか )

 　　 青梅市の約 6 割は森林です。豊かな森は、

　● 多くの生き物のすみかとなります。

● 二酸化炭素を吸収し酸素を供給し、汚れた空気を浄化します。

● 木の根は土を保持し、洪水や干ばつ、土砂災害を防ぎます。

　  ● 多くの雨水を地下に蓄え、浄化します。

　　　  ● 落ち葉などの堆積物と土中のミネラルは、

　　　　　  　植物プランクトンを増加させ、

　　　　　　　　  川や海の生き物を豊かにします。 

● 森林のはたらき

●私たちは自然に囲まれ生きています。山の木々や土によって雨水や大気が浄化され、私たちは川の水を飲んだり

海の魚を食べたりしています。経済活動による排気ガスや生活排水の多くは自然の力で吸収・浄化されます。

自然はつながり循環しています。●青梅の豊かな森林や多くの川は奥多摩の大自然と大都市東京を結び、私たちの暮

らしを支えています。流域に暮らす私たちは、改めてこの自然の循環を意識し、小さな生き物や、小さな変化にも

目を向け、自然がバランスを保ち続けられるよう、配慮してゆきましょう。

★カワラニガナ

環境省準絶滅危惧

(NT)、河原の増水

時に冠水する場所

に自生している。

5 ～ 8 月に開花。

身近な自然を守り育てましょう！

      山から平野に移りかわる

    青梅の地形は湧水が多く、

寺社の立地や生活用水として

利用されてきました。 探訪し

やすい湧水を紹介します。

●青梅の湧水

採石場

● 生物多様性の保全

～ 美しい自然の

　　　ふるさと青梅 ～

[ 沢井 2-770 ]

「和田町 馬引沢湧水」　

[ 和田町 1-342 先 ]

 ◇ アカミミガメ  北米原産の「ミシシッピアカミ

ミガメ」ミドリガメとも呼ばれています。２０１３年、

日本各地からの観察記録では野外のカメの６４パーセ

ントを占め、在来種（ニホンイシガメ）の生息を圧迫

したり、ハス（レンコン）の食害などの被害が出てい

ます。（環境省チラシ 2016 年 4 月）

  「玉泉寺」
［長淵 3-299］

「沢井 岩清水 ( 小澤酒造 )」　

③

湧

湧

湧

湧

湧

 タヌキほどの大きさ

ですが、獰猛で繁殖力

が強く、生態系を壊す

原因となるため、飼育

が禁止され、駆除の

対象となっています。

★サシバのわたり

９月下旬から１０月初旬ごろ

( 主な観測地 ：梅の公園）

 ◇ ぺットを野外に放すと、

　　生態系バランスに影響します。  
　野外で繁殖し、在来種に影響を及ぼしている生き

物の多くがペットや観賞用として国内に持ち込まれ

た外来種です。

　また、カブトムシやメダカなど国内の生き物でも、

移動によりその

土地本来の種に

影響を及ぼすこ

とがあります。

大岳山
★ムササビ

　（御岳山）

梅の

公園

★イヌノフグリ

環境省絶滅危惧Ⅱ類

(VU)、近縁種のオオ

イヌノフグリに生息

域を奪われている。

2 ～ 3 月に開花。

★サシバのわたり

 ◇     野外に捨てられたごみは、
　    特にプラスチック製品は、微細な破
　    生き物の体内に入り、被害

　ごみの行方と
環境負荷を考えましょう

★レンゲショウマ

[ 二俣尾 3-859 先 ]

「二俣尾 滝の川湧水」

● 卵からかえった幼虫は、秋から冬の間

　カワニナを餌として水中で生活します。

● 春は土に潜ってサナギになります。

● 夏に羽化して成虫になり、水だけを摂ります。

    昼間は葉の裏などの暗い場所で過ごし、

    蒸し暑い夜にオスが空を舞い交尾の相手を探し、

    メスは地上で待ちます。

（青梅では 6 月下旬頃から 7 月上旬頃に多く見られます。

　　　　　　　　　
★カワニナ

●幼虫

●サナギ

●成虫

●卵

採石場

 ● ゲンジボタルの生態

  　　青梅市の★「容器包装プ

　①「青梅市リサイクルセン

　★「燃やすごみ」は ②「西多摩衛生組合

　③「エコセメント工場」（日

　 処分場周辺地域の環境を悪化
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